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「心」 を理解する心 ：メ ン タライジン グの発達

　　　　 板倉昭二

（京都大学大学院文 学研 究科 ）

　要 旨　他者に心 的状態を認 めた り、そ の 状態を推論 した りす る こ とを メ ン タライ ジ ン

グ と い うe メ ン タライ ジ ン グは 、人が 円 滑な社 会的生 活 を営む 上で 重要 な能力 とな る。

メ ン タ ライ ジ ン グ の 萌芽は 、 乳児期初期の 社会的知覚だ と考 え られ る 。 すなわ ち 、
ヒ ト

の 持 っ 特有な刺激に対す る選 好 に始 ま り、母子 関係に 代表 され る 二 項関係、さらに第三

者もし くは 対象物を含む 三項関係 の 成立、そ して 他者 の 誤信 念 を理 解す る 「心 の 理論」

の 成立 へ と続 く。本稿で は 、 メ ン タライ ジン グの 発達 を、ヒ トに対 す る志 向性 、ヒ ト以

外 の エ ー ジ ェ ン トに対す る 目標志 向性 の 付 与や意図の付与 、 誤 信念の 帰属 につ い て 、わ

れ われ がお こ な っ て きた 実証的な研 究を概略す る。

キー
ワ
ー ド ：　 メ ン タ ライ ジン グ、心 の 理論 、

ヒ ト志 向性 、 意図理解 、 共同注意

一 552 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Bussei Kenkyu

NII-Electronic Library Service

Bussel 　 Kenkyu

「環境物理学一
先端境界領域の 創 出へ 向け て

一
」

　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 は じめ に

　まず、は じめ に、メ ン タライ ジン グ （mentalizing ）とい う言葉の 定義を してお こ う。

メ タライ ジン グとは、自分 自身に っ い て 考えた り 、 他者の 心 に っ い て 考えた りす る心 の

機能 の こ とで あ る。こ の 能力 によ っ て、われ われ は他者の 行動 を予測する こ とが で きる。

他者が何を考えて い るの か を推論す るこ とは 、 H 常生活 に お い て 、 本質的に 重要で ある 。

なぜ な ら、同 じ社会 を共有す る成員が互 い に 学習 しあ っ た り 、 協力 しあっ た りす る能力

を、メ ン タライ ジ ン グが 支 えて い る か らで ある。

　メ ン タラ イ ジ ン グの 萌芽は 、新生児期 に すで に 見 られ る 。 それ は まず、目や顔 を含む

人 の 発 す る社会 的 シ グナ ル に対する、特別 な感受性 に始ま り、対母親 との 関係 に代表 さ

れ る二 項関係 へ 、そ して他 者 と対象を関係づ け て と らえ る三 項関係へ と展 開す る。こ の

三 項 関係は 、共 同注意とい う行動に端的にみ られ る 。 メ ン タ ライ ジ ン グの 機能は 、次に

他者 の 意図 を理 解す る こ と へ 、さらに、他者 の 欲 求 の 理解 、そ して 誤信 念の 理 解に 代表

され るよ うな 「心 の 理論」 の 成立 へ と向 か う。図 1 におお よそ の 発 達 の 流れ を示 した 。

本稿は 、乳 児期の ヒ トに対す る志向性 、ア ニ メ
ー

シ ョ ン刺激 へ の 目標志 向性の 付与 、お

よび ヒ ト以 外 の エ ージ ェ ン トに 対す る意 図の 帰属 や誤信 念 の 帰 属に つ い て 、
ロ ボ ッ トを

用 い て お こ な っ た 実証的 な研 究 をも とに論 じる b

　　　　　　　　　　　　 1 乳児 の ヒ トに 対す る志 向性

　近年の研 究か ら 、 誕生直後 の 新生児 にも 、 原初 的な社会的知 覚が 十分に認め られる と

い うこ とが知 られ て い る 。 新生児は、ダイナ ミ ッ クな音刺激 に対 して 高 い 感 受性 を持 っ

て お り、特に、人の 音声 の 方 向を容 易に定位す る こ とが で き る。そ れ どこ ろか 、母親の

声 と見知 らぬ 女性 の 声 とを区別 して お り、母親の 声 を聴 くた めに 、 サ ッ キ ン グの パ タ
ー

ン を意図的に変える こ とが報 告 され て い る 。 また、
一

般に 、新生児は か な り制限 され た

視力 しか ない こ とが知 られ て い るが 、生後 4 日 の 赤 ちゃ んで あ っ て も、母 親 の 顔 と見知

らぬ 人 の 顔 を並 べ て 呈示す る と、母 親の 顔の ほ うを長 く見 る 1）。 また
、 生後 1 ヶ月 で は 、

顔の よ うに見 える単純 な刺激 （ス キー
マ テ ィ ッ ク ・フ ェ イ ス ）を、同 じ要素で構成 され

た ス クラ ン ブ ル 顔 の 刺激 よ りも、よ く追視す る こ とが報告 され て い る 2）。

　新生児模倣は 、新生児期 を代表 す る最 も有名 な 現象で ある 3 ）。 モ デル とな る大人が 、

新生児 に 向か っ て 舌を 出せ ば、それ を見て い た新生児が 同 じよ うに舌を 出す。舌 出し に

限 らず
、

囗 を開けた り 、 口 を窄めた り、瞬 きを した り、指 の 動 きを まね した りな ど、新

生児模倣は、い ろ い ろな動作に広 く見 られ る こ とが示 され て い る。 さ らに 、新生児が、

喜び （happy＞や 悲 しみ （sad ）、そ して 驚き （surprise ） とい っ た情動 的な表情 をも まね
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をす る とい うこ とも、 報告されて い る 。 こ の よ うな報告に は異論をもつ 研究者 もお り、

まだまだ議 論の 余地 は あ りそ うだが 、い ずれ に して も、新生児期 とい うきわめて 早い 時

期 でも 、 乳児 は 大人の 表情の 変化を検出 し、それに応 じて 自分 も表情を変え る こ とがで

きるの で ある 。

　 また 、 5 − 6 ヶ 月 の 乳 児で は、人 の 関節部分 に付着 され た光点の み の 動 き、た とえば

歩行 とい っ た よ うな動 き （バ イオ ロ ジ カ ル ・モ
ー

シ ョ ン ）を、ラン ダム な光点の 動 きよ

りも好 ん で 長 く見 る とい うこ とが報告 され て い る 4 ）。
こ の こ とは 、乳児が 、 人 と して の

ま とま りを持 っ た動 き と、そ うで はな い ラン ダム な動 き とを区別 して い た こ と、また人

と して の ま と ま りを も っ た動 き を選 好 した こ とを意味す る。

　人が他者 の 心 を 見出す こ との 起源は 、 ど うや らこの あた りに あ りそ うで ある。、新生

児 期で は、それ は まだ微妙な もの で ある ら しい 。

　　　　　　　　　　　　 Il 乳児の 目標
一
志向性の 理解

　社会的認 知 の 発達に お い て は 、意図 を持 つ こ と と意図 を理 解する こ とが 、極めて 重要

な こ とだ と考 え られ る 。 他 者の行 為に 目標を想定する こ とで そ の 行 為を解釈す る能 力は 、

大人 に 限 られ た もの で はない
。 た とえば 、 事前 に 行為者 の 目標 に 関す る情報を与 え るこ

とは 、 2 歳児 の 模倣をべ 一
ス と した 問題解決行動を促進す る。 18 ヶ 月児は 、完全 には

遂行 され な い 行為か らで も、 そ の 本来の 目標 を推論で きる こ と 、 また 、 14 ヶ 月児は 、

意 図的な行為 は模倣するが
、 偶発的な行為は 模倣 し ない こ とな ども 、 報告 されて い る 5 ）

6 ｝ 7 ）っ

　こ うした乳幼児の 意図や 目標 の 理 解に っ い て 、 先駆 的研 究 とな っ た もの を紹介す る 8 ）c，

こ の研 究で は 、コ ン ピ ュ
ー ター グラ フ ィ ッ ク に よ り作成 された ア ニ メ

ー
シ ョ ン 刺激 を用

い て実験 をお こ ない 、乳 児 の こ の よ うな性質に 関 して きわ めて 興味深 い 発見が な された

（図 2 参照 ）。

　 用い られ た 方法は 、 乳児の 認知 実験で しば しば 用い られ て い る、馴 化法だ っ た 。 刺激

は 、コ ン ピ ュ
ー

ターグラ フ ィ ッ ク ス に よ っ て 作成 され た、図 の よ うなア ニ メ
ー

シ ョ ン で

ある 。 図 2 の 上段 が 、馴化刺 激で ある．こ の 場 面で は 、 右 の 小 さい ボール が 、 左 の 大 き

い ボール に 近づ こ うと して い る。しか し、その 手前には障害 となる壁 が あ っ て、それ を

飛 び越 え なけれ ば大 きい ボ ー
ル の と こ ろへ 行 け な い 状況に な っ て い る 。 そ こ で 、小 さい

ボー
ル は 、助走をつ けて 壁 を飛 び越え、大 きい ボール の とこ ろに 到 達す る 。

こ の ときの 、

刺激に対す る乳児の 注視時間が計測 された
。 同 じ場面 を何度も乳児 に見せ る と 、 乳児は

次第に そ の 刺激に慣れ、注視する時間が短 くなる。こ れ を、馴化 とい う。 乳児が十分に

初 めの 刺激 に馴化 した後 、 今度は テ ス ト刺激 として 下段の よ うに、障害物 を取 り除い た
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場面を呈示す る 。 左側 の 刺激 で は 、 小 さい ボール は、最短 コ ース を通 っ て 大 きい ボール

に近 づ く 。

一
方、右側の 刺激で は 、小 さい ボー

ル は、馴 化刺激 と同 じよ うな動 きで 、っ

ま り手前 で ジャ ン プ して、大きい ボー
ル に 到達す る。

一
般 に 乳児は 、 自分の 予期 しない

事象や新奇な 事象に 対す ると、そ の 事 象を長く注視す る こ とが わか っ てい る。す な わ ち、

あ り得ない 事象や 見た こ との ない 事象を見た場合に は 、 驚い て 長 くその 対象を見 るの だ

と考 え られ てい る、驚い て 、 とい う表現 が 適切 か どうか はわか らな い が 。 実験 の 結果、

12 ヶ月 児は 、小 さい ボール が最短 コ ー
ス を通 っ て い る場 面 よ りも、ジ ャ ン プ して 到達

して い る場面の ほ うを、よ り長 く注視 した 。 も し、乳児 が、ジャ ン プ し て 大きい ボー
ル

に近 づ くとい う、 ボー
ル の 動 き （トラジ ェ ク トリー

）自体に 馴化 して い たの な ら、最短

コ
ー

ス を通 り 、 大 き い ボー
ル に近 づ くとい う、 新奇な場面の 方を長 く見 るはずであ っ た。

とこ ろが 、結果は逆にな っ た 。 ゲル ゲ リ
ーたちは 、 12 ヶ 月 児の 結果 を次 の よ うに 解釈

し い て い る 。 乳 児は、小 さい ボー ル は 、 大 きい ボー
ル の 所 に到 達す る とい う 「目標 」 を

持 っ てい る と理解 して い た。従 っ て 障害物が なくな っ たテ ス ト刺激場面 では、そ の 目的

を果たすた め にわ ざわ ざジャ ン プす る必 要 はなく、最短 コ ース を進 めば い い の で 、最短

コ
ー

ス を通 る とい うこ と は 、あ り得 る現象 と理解 され た の で ある。しか し、障害物 もな

い の に 、 ジャ ン プ して 大きい ボール の も とに行 くとい うの は 、不思議な現象で ある 。
っ

ま り、 12 ヶ 月 児 は 、 小 さい ボール に 目的を見出 し、非 常 に 「合理 的」 な解釈 を して い

たの で あ る 。

　筆者 らは、や は りア ニ メ
ー

シ ョ ン 刺激 を用 い 、先 行研 究 g ） を基 に 次の よ うな実 験を

行な っ た 10 ）。 図 3 に 、実験 に 用 い た馴化刺激 の
一

例を示 した 。

実験 1 の 刺激画像 は 、 坂道 （ス ロ
ー プ）が あ り、ボ ール がそ こ を上 ろ うとし て い る と い

うも の で あ る 。 上段で は 、
三 角 （Helper ： ヘ ル パ ー

と呼ぶ ）が 、ボー ル を助 ける よ うに

上 へ 押 し上げ て い る 。 と こ ろが 、下段 では 、四角 （Hinderer： ヒ ン ダラ
ー と呼ぶ）が 邪

魔 を して ボール を下に 突き落 として しま う。 こ の 2 っ の 場 面 を、馴化 刺激 と して 用 い た。

実験 2 と して 、馴 化刺激 に坂道 の な い 条件 も設定 した ．坂道の 存在が 、ボール の 動 きに

目標 を付 与 させやす くするの で はない か、したが っ て 坂道がな けれ ば結果が変わ っ て く

るの で は ない か と考 えた か らで あ る 。 テ ス ト刺激 で は 、ボール が三 角に 近づ く場面 と 、

四 角に近づ く場面 とを呈 示 した 。 もち ろん 、そ れぞれ の 図形の 役割 が 交替す るよ うに 、

呈示 の 仕方は 被験児間で カ ウン ターバ ラン ス された 。

　こ の よ うな条件 で 、テ ス ト刺激に 対す る注視時間を比 べ て み た結果 、 坂道有 り の 条件

で も、坂 道無 しの 条件で も、1司じ傾 向が 見 られ た D すなわ ち、坂 道があ ろ うとな か ろ う

と、乳児は、ボール が ヘ ル パ ー
、っ ま り、ボー

ル を助け る方 の 図形 に近づ くテ ス ト刺激

をよ り長 く見 た の で ある。乳児 は 、坂道 を上が ろ うとし て い るボー
ル を助けた 図形 を好
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み 、また 、
ボール がそ の 図形の ほ うに近づ くこ とを好む の だ と解釈 され た 。 こ の よ うな

解釈だけでは、なぜ 乳児 がそれ を好むの か 、十分 に説明で きて い ない よ うに思われ るが 、

こ れ に つ い て は、今後 の 検討が待たれる とこ ろで ある 。 こ こ で大事なこ とは、先行 の 馴

化刺激が、後続する別 の タイ プの テ ス ト刺激 の 選好に 、上 記の よ うな影響 を与え た とい

うこ とで ある 。

　　　　　　　　　　　　　　川 　乳児の意図理解

　 ヒ トは、他者 に心的状態を帰属 させ る存在で ある。た とえ発 達の 初期段 階にあ る乳 児

で も、文脈や物体の 動 きに応 じて 、その 物体に 対 して 目標 を付与す る 。 本節で は、まず、

模 倣 を利 用 した メル ツ ォ フ の 実験を、
一

部、紹介す る 6 ＞。こ の 研 究 で は、行 為再 現課題

（Reenactment　of　goal　paradigm） とい う巧妙な方法が用い られ 、 18 ヶ 月児が 、モ デル

の 意図 を読み 取 っ て 行為 を遂行す るこ と、また 、モ デ ル が入 で な ければ、そ の よ うな行

動 は見 られ ない こ とが示 され た 。 実験 で は 、大 人が ダ ン ベ ル を はずそ うと して い るが成

功 しな い と い う場面 を見せ る 。
す る と 18 ヶ 月 児は、最終的な ダン ベ ル の 状態 （ダ ン ベ

ル の パ ー
ツ が 2 つ に 分か れ て い る）を 見て い なか っ たに も関わ らず 、モ デ ル が ダン ベ ル

をは ず そ うと して い た意 図を読み 取 っ て 、「は ずす」 と い う行為 を完遂 した の で あ る 、

とこ ろが、メ カ ニ カ ル ピ ン サー
と呼ばれ る機械 の 腕 の よ うな も の が、同 じ よ うな動作を

して 見せ た後 で は、 18 ヶ 月児は そ の 行為を完遂 しない 。 メ ル ツ ォ フ は、ヒ トの モ デル

の 行為の み が ／ 8 ヶ 月児 に影響 を与えるの だ と結論 した 。 しか しなが ら、メ カ ニ カ ル ピ

ン サーは、機 械の 腕 の よ うな もの が動 くだけの 単純 なもの で あ る 。 実際に は 、被験児の

見 えな い とこ ろで 、実験者が 操作 して 動か して い る、実にシ ン プ ル な機 械 で ある 。 で は 、

ヒ ト型 ロ ボ ッ トの よ うに 顔や 目や 自由度を持 つ 腕や胴 体が あ り、自律的に 動 くもの で あ

れば、 ど うだ ろ うか
。

　筆者 らは 、 2歳〜 3 歳児を対象 と して 、ヒ ト型 ロ ボ ッ トを用 い た 同様の 実験を行 な っ

た 11 ）。図 4 は 、 実験 に 使用 した ロ ボ ッ トで あ る。使 用 された ロ ボ ッ トは 、ATR 知能

ロ ボテ ィ ク ス 研 究所 で 製作 され た 日常活動 型 ロ ボ ッ ト、ロ ボ ビー と命名 され た もの で あ

っ た 。
ロ ボ ビー

は 、
コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 機 能 に 重 点が置か れた ヒ ト型 ロ ボ ッ トで あ る。

人 間よ りもひ とまわ り以 上小 さい サイ ズ で 、高 さ 120cm 、 半径 50cm 、重量はお

よ そ 40kg
。 頭部 は 回転可 能で あ り、腕は 自由に動 かす こ とがで きる 。 また 、注視方

向の 制御が可能であ る両眼ス テ レ オカ メ ラ 、360度すべ て感受 で きる全 方位視覚セ ン サ 、

ス テ レオ マ イ ク ロ ホ ン が 設置 され 、さ らに 全身を覆 うよ うに して接 触セ ン サ が搭 載 され

て い る。っ ま り、視覚、聴 覚、触覚に よ る コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン が可能な ロ ボ ッ トとい う

わ けで ある 。
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基 本 的に は 、 先に 述 べ た 行為再 現パ ラダイ ム を用 い た 。 刺激は、ロ ボ ビーの 行為を撮影

した ビデオで す べ て作成 され た 。 そ の 刺激 を被験児に 呈示 し、そ の 後、被験児がモ デ ル

の 行 為を完遂す るか どうか を調 べ た わけで あ る。 ビデ オの 種類は 、以下 の 4 つ で あ り、

それ ぞれ 次の よ うなシ
ー クエ ン ス か らな っ て い た （図 4 は 、 刺激の

一
場面 ）。

1 ）Full　demonstration＋ gaze 条件 ： ロ ボ ッ トが とな りにい るパ ー トナー （ヒ ト） の 顔 を

見 る
一物 体を受け取る

一
行為を完遂す る

一
再びパ ー トナ ーの 顔 を見 る

2 ）Ful1　demonstration＋ no 　gaze 条件 ： ロ ボ ッ トはま っ す ぐ前を向い た まま物体を受 け取

り、行為 を完 遂す る

3 ）Failed　attempt ＋ gaze条｛牛 ： ロ ボ ッ トが とな りに い る パ ー トナー （ヒ ト）の 顔 を見 る

一物体を受け取る
一
行為を完遂 し よ うとす るが失敗す る

一
再 びパ ー

トナ
ー

の 顔を見る

4 ）Failed　attempt ＋ no 　gaze 条件 ： ロ ボ ソ トはま っ す ぐ前を向い た まま物体 を受け取 り、

行為を完遂 しよ うとす る が 失敗す る

ター ゲ ッ トとなっ た行為は 、ダン ベ ル を 2 つ に分解す る、ビ
ーズ をマ グカ ッ プ に入 れ る、

ゴ ム 製の 髪留 めを木の 棒 に フ ッ クす る 、 の 3 種類 で あ っ た 。 これ らの 条件の ほ か 、 統制

条件で は 、物 だ け渡して 、ター ゲ ッ トとな るよ うな行為の 出現頻度を記録 し、こ れ をべ

一ス ライ ン とした 。 結果 を 、 以 下に 述 べ る （表 1 参照）。

まず 、統制条件で は 、
タ
ー

ゲ ッ トとな る行動 が ほ とん ど出現 しなか っ た 。 すな わ ち 、 被

験児は 、物 体を渡 された だ けで は 、タ
ー

ゲ ッ トとな るよ うな行為を示 さな か っ た とい う

わ け で あ る 。

一
方 、

Full　demonstration条件で は 、
ロ ボ ッ トの 視線が パ ー

トナ
ー

や物体に

向け られ よ うが 、ま っ す ぐに前に向 け られ たま まで あ ろ うが 、い ず れ の 条件 で も、被験

児 は実験者 の 行為を完遂 した 。 しか しなが ら、 Failed　attempt 条件 で の 結果 、 大変興味深

い もの とな っ た。被験児は 、ロ ボ ッ トの 視線が パ ー トナ ーや 物体に 向か っ て い る ときは 、

モ デ ル で ある ロ ボ ッ トの 行為 を完遂 した 。 だ が、ロ ボ ッ トが ま っ す ぐに前 を見た ままの

場合は 、 完遂 しなか っ た の で ある 。 す なわ ち 、 被験児は 、
ロ ボ ッ トに コ ミ ュ ニ カ テ ィブ

な視線 を顕著 に見 出 した ときには 、メル ツ ォ フ の 解釈 で い うな らば意図 を読み 取 っ て 、

モ デ ル で ある ロ ボ ッ トの 失敗 した行為を完遂す る 。 大事なこ とは、ロ ボ ッ トの 行 為の 中

に意 図 をわか りやす く表 出す る 要素が含まれ て い たか ど うか とい うこ とだ っ た 。
ヒ ト以

外の エ
ージ ェ ン トに も 2 〜 3 歳児は意図 を見出 し得 るの で ある 。

　　　　　　　　　 lV 幼児 の ロ ボ ッ トに 対す る誤信念の 帰属

　ヒ トの 子 どもは 4
、 5 歳 まで に 「心の 理 論」 を獲得 し 、 他者の 心 的状態 を推測 で きる

よ うになる とい う。こ の こ とは、誤信念課 題 を用 い た研 究 に よ っ て 数多 く報告 され て い

る 。 それ で は 、幼児が 他者 に誤信念 を帰 属す るの は、対象が ヒ トで あ る ときだけなの だ
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ろ うか 。
ロ ボ ッ トの よ うに 自律的に動 くエ

ージ ェ ン トを、幼児は どの よ うに理 解 して い

るの で あろ うか 。

　筆者 らは 、 就学前児 （4 歳
一 6 歳児）を対象 と して 、

ヒ ト型 ロ ボ ッ トを用 い た標 準的

な誤信念課題 をお こ な っ た 12 ）。
こ こ で も、使 用 された ロ ボ ッ トは、先述 した ロ ボ ビ

ー
で あ っ た。 まず刺激 ビデオ を被験児に 呈示 し、その 後い くつ か の 質問をお こ な っ た。

刺激 ビ デ オ に は 、
ロ ボ ビー ・バ ージ ョ ン と、 ヒ ト・バ ー ジ ョ ン が 用意され て い た 。 た と

えば 、
ロ ボ ビー ・バ ー ジ ョ ン の 刺激 ビデ オで は 、 1） ロ ボ ビーがお もちゃ の ぬ い ぐる み

を持 っ て部屋 に入 っ て くる、 2 ）部屋 の 机に は大 きい 箱 と小 さい 箱が置い て あ り、ロ ボ

ビーは ぬ い ぐるみ を大きい 箱の 中に隠 して 部屋 を出て 行 く、3 ）そ の 様子 を覗 い 見 て い

た人 が 、部屋 に 入 っ て きて 、大 きい 箱の 中の ぬ い ぐるみ を小 さい 箱に移 し替えて 出て 行

く、4 ）ロ ボ ビーが 再び部屋 に戻 っ て くる、こ こ で ビデオ の 映像 は停 止 され る。そ の 後 、

4 つ の 質問を被験児に 与 えた。そ の 内容は 、 1 ）戻 っ て きた ロ ボ ビ ーが どちらの 箱を探

す かを 問 う予測質問 、 2 ＞ロ ボ ビーが 、 どち らに入 っ て い る と思 っ て い るか を問 う表象

質問、 3 ）ぬ い ぐるみ は 最初 どち らの 箱に 入 っ て い た か を問 う記億質問 、
4 ）今 、

ぬ い

ぐるみ が どこ に 入 っ て い るか を問 う現実質問、で あ っ た 。ヒ ト・バ ージ ョ ン 刺激に 対 し

て も、同様 の 質問をお こ な っ た 。 結果を概略す る と以下の 通 りで あ る 。 現実質問 、 記憶

質問の いず れ に つ い て も、ロ ボ ッ ト条件 、人 間条件で 、ほ とん どの 被験児が正 答 を示 し

た。また、予測質 問で も 、 70 ％の 被験 児が正 答 し 、
ロ ボ ッ ト条件 、 人 間条 件で 差は な

か っ た 。 しか し なが ら、表象質問で は 、ロ ボ ッ ト条件 よ りも人間 条件の ほ うで正 答者が

多か っ た 。 す な わち 、
「思 う」 とい っ た よ うな心理 動詞 （mental 　verb ） の使われる 質問

に 対 し て は 、 幼児は 、人 間条件 とは 異なる反応 を示 した の で ある 。
こ の こ とか ら 、 幼児

が 、 ロ ボ ッ トに は 、心 理 動詞 を帰属 させ ない 可能性の ある こ とがわか っ た。 「行動が 予

測 で き る」 とい うこ とと 、
「その よ うに考 えて 行動す る」 とい うこ とを、人 の 場合で は

容易に 連合で きる が、 ロ ボ ソ トで はそ うした連合が起 こ りに くい の か も しれ ない 。

　 さて 、
こ こ まで は 、

ロ ボ ビ ー とい うヒ ュ
ー

マ ノイ ド ロ ボ ッ トを用 い た 実験 を紹 介した e

しか しなが ら、ヒ ュ
ー

マ ノ イ ドロ ボ ッ トは 、ヒ ト型 で は ある もの の 、実際 の 外見は マ シ

ー
ン そ の もの で あ り 、 人 とは 大き く異なる 。 筆者 らは、ヒ ュ

ー マ ノ イ ドロ ボ ッ トを用い

て 、
コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン にお ける動作の 影響を検討 して きたが 、その なか で、「見か け」

が コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン に 与 える影響 も小 さくない こ とを指摘 して い る 。 この 見か け と動

作の 問題 に つ い て は 、従来 の ヒ ュ
ー マ ノ イ ドロ ボ ッ トだけで は核心 に 迫れない ため 、 わ

れ われ は ア ン ドロ イ ドサイ エ ン ス を提 唱 した 13 ） 14 ）。
ア ン ドロ イ ドサ イ エ ン ス と

は 、「見か け と動作の 問題に 、工 学 と科学双方の 視点か ら取 り組み 、コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン の 本質に 迫 ろ うとす る研究 の 枠組み 1 の こ とで ある 13 ）。 ア ン ドロ イ ドサイ エ ン ス
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は 、見か けが 人 に極めて よ く似 て い る ロ ボ ッ ト、 す な わちア ン ドロ イ ドの 開発を通 じて 、

人間科学 と工 学の 融合を 目指す もの であ る。

　こ の ア ン ドロ イ ドサイ エ ン ス は、発 達科学 に も十 分適用可 能で あ る と考 え られ る 。 人

の 心 の 発達の
一
側面 が、「心 を発見 して い くプ ロ セ ス 」 だ とす る と 、 乳児は 、 ノ ン ヒ ュ

ー
マ ン ・

エ
ージ ェ ン トの どの よ うな動作を見て 意図や意思、い わゆ る心 的状 態を帰属 さ

せ るの か 、またそ の こ とに対す る見 か けの 影響は ど うか 、 など検討で き るこ とは多い 。

乳児が発達の 初期段階か ら人に対 して コ ミ ュ ニ カ テ ィ ヴな存在 で ある こ とは、過去 の 多

くの 研 究 か ら知 られて い る。た と え ば、他 者 との 相互 交渉場面 で 、明 らか に注意 を引 く

よ うなお もちゃ が 動い て い る の に、相手が それ に 注意を向けず、別 の 動か ない お もちゃ

に 注意を向けて い る と、そ の 相手 の 顔 と動 い て い るお もち ゃ を交互 に 注視 した り、指 さ

しを 出現 させ た りする 。 こ の よ うに他者 を コ ミュ ニ カテ ィ ヴなエ ージ ェ ン トと して 見 る

乳児 の 行 動が 、ア ン ドロ イ ドに対し て も出現するか ど うか 、 子 ども型 ア ン ドロ イ ドを用

い て 調 べ た 。 そ の 結果、乳児は 、ア ン ドロ イ ドに 対 して も、上 記 と同様 の 状況 で、人 に

対す る の と同 じよ うに交互 注視 を出現 させ た 。 少 な くとも、乳児が 二 の 子 ども型 ア ン ド

ロ イ ドを社会 的な存在 と見 な して い る可能性が 、示 され た わ けで あ る。今後 、同様 の ロ

ジ ッ クを用 い た実験 的分析 が ます ます期待 され る c，

V　お わ りに

　本稿で は 、「日本の 子 どもの 発 達 コ ホ ー ト研 究」 の 中で 対象とされて い る 、 社会性の

発達 に っ い て 、特 に メ ン タ ラ イ ジン グに 焦点をあ て た。人以外 の エ ージ ェ ン トをツ ール

と して 、い かな る条 件が エ ージ ェ ン トの 目標志 向性 、 意図や 心 の 存在を子 どもに認 め さ

せ る の か を検討 した。そ の 結果、子 ど もに は確か に 人 に対す る志向性 が認 め られ る もの

の 、意 図や心 の 存在 を認 め る こ とと 、 人 に 対す る認 識は 、平行的 に進 ん で 行 く可能性が

示唆 され た 。 すな わち、人以 外の ア ニ メ ーシ ョ ン 刺激や 、
ロ ボ ッ トに対 して も、 文脈 に

よ っ て は心 的状態 （mental 　state ）を帰属 させ る の で ある。い わ ば、成人 に見 られ るよ

うな、知覚的 ・社会的錯覚 （perceptual 　social 　illusion ）とで もい うべ き心 的作用は 、

きわ めて 早い 時期の 子 どもに も備 わ っ て い るか もしれ ない
。

こ うした心的機能 が 、 後 の

社会的認 知 に 大 きく連関 して い るこ とは、想像 に難 くない の で あ る。
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図 1　 メ ン タ ライ ジン グの発達モ デ ル
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表 1　 結果

条件 結果 （平均完遂ア イテ ム 数、MAX ＝3）

1 ）Full　demonstration＋ gaze 2．2

2 ）Full　demonstration＋ no 　gaze 1．6

3 ） Failed　attempt ＋ gaze 2．1

4 ）Failed　attempt ＋ no 　gaze 0．7
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　　　　　　 図 2　 Gergely ら 1995） の 使用 した刺激の 例
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「環境物理学一先端境界領域の 創出へ 向け て 一」

図 4　使用 した刺激の
一

例　 （上毅 ：FullDemo ＋ no
−
gaze 条件、下段 ：FullDemo ＋ gaze

条件）　 ATR 知能 ロ ボ テ ィ ク ス 研 究所　提供
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